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【斎藤】　近時、弁護士政
治連盟では「政治に対し
て弁護士が何を要求する
のか」から「弁護士が政
治に対してどう参画する
のか」という方向へ議論
が進化しております。こ
のような背景を踏まえ、
埼玉県川越市長、千葉県
流山市議会議員、そして
任期付地方公務員として
和歌山市で実績を上げて
いる弁護士会員により、地方政治における弁護士の
関与について意見交換していただき、全国の弁護士
のみならず国会議員の方々にも、これからの全国各
地での活動の参考にしていただければと思います。
それでは早速皆さんからの自己紹介をお願いしま
す。
【川合】　埼玉県川越市長の川合でございます。東京
弁護士会の31期で、弁護士登録してからは35年ほど
になったということでしょうか。市長になったきっ
かけは、平成17年の川越市長選挙の際に当時の市議
会議員さんや市の職員さんから口説かれまして、そ

の時は東弁の副会長を受ける予定だったのでお断り
しました。しかし平成20年に同じように「出てくれ
ないか」と言われたのが直接のきっかけです。当時
の川越市長さんも弁護士だったのですが、若干多選
の弊害が出ているという批判がございまして、傍で
見ていても「こんなことをしていていいのだろう
か」と一市民として思っていたものですから、口説
かれて「出てみよう」という気持ちになりました。
【加藤】　流山市議会議員の加藤啓子と申します。平
成23年 4 月の統一地方選挙で当選しましたのでまだ
一期生です。短大を卒業して損害保険会社の損害調
査部門に20年間勤めておりましたが、40才で姑女の
具合が悪くなって介護のために辞めました。ずっと
3人の子どもを育てながらキャリアウーマンをして
きております。残念ながら姑女は亡くなったのです
が、その後、やはり就職しなくてはと思って市の広
報を見ていたところ、生涯学習専門員募集という記
事がありまして公民館で嘱託として働くことになり
ました。それまでずっと民間で働いていたのに公民
館で働いてみると全然違って民間感覚からかなり遅
れていると感じました。男女共同参画審議会委員や
流山市行財政改革審議会委員などをさせていただき
市政に携わってきました。昨年から明治大学の大学
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院の公共政策ガバナンス科というところに入りなお
しまして、政策の勉強をしているところです。
【常谷】　常谷麻子と申します。修習期は61期です。
1年目から ４年目までは札幌で一般的な弁護士の仕
事をしておりました。平成24年の 9月から任期付の
常勤職員として和歌山市役所で働いています。市役
所の職員になったきっかけは、ちょうど今後の進路
について考えていた時に和歌山市役所の募集がある
ことを知り、これは新しい分野だし、日弁連でも推
奨している事業であるということもあり、挑戦して
みようと思いました。また新しい司法試験の制度で
は行政法が必須になっておりまして、せっかく学ん
だ行政法を生かせる仕事だと思い、当時から行政法
は好きでしたので渡りに船だとも思いました。また
時期的なものでも、自分が独立して事務所を構えて
しまったりだとか、結婚して一つの地域に住むこと
を決意したりとか、そういう風になった時はなかな
かこういった仕事にはつきにくいのかなと思いまし
て、今やるしかないと思い応募しました。
【斎藤】　ありがとうございました。では、川合さん
にお聞きしますが、弁護士であったことが市長の職
務遂行に役立ったということはありますか？また川
越市の行政の現場に弁護士はどのように関わってい
ますか？
【川合】　もちろん行政は法律に基づいて動いている
わけですから、弁護士、法律家であるということが
いろいろな面で役に立つという面はあります。しか
しながら行政がらみの仕事というのはほとんどやっ
たことがありませんので、行政に関する法規という
のもほとんど知りませんでした。そういう面では
「弁護士でも弁護士でなくともあまり関係はない
な」という気がしますね。
　他の自治体も同じだと思うんですけど、弁護士に
は市民相談の法律相談の担当者とか、市が訴えられ
た案件の代理人をやって頂いています。それから執
行機関や補助機関がありますので、その委員になっ
ていただいています。選挙管理委員会や公平委員会
というのがあるのですが、そういう場所には弁護士
さんが委員、あるいは委員長として入ってもらって
います。附属機関としましては都市計画審議会や開
発審査会であるとか、個人情報審査会にも弁護士さ
んには委員として活躍していただいています。
【斎藤】　2012年に弁護士市長会が発足しましたが、
そこでは「弁護士をもっと活用しようじゃないか」
という話しが出ていると聞いています。具体的には
どのような話なのでしょうか。
【川合】　明石市の泉さんという市長さんが言い出
しっぺになって始めた弁護士市長会というものがあ
るんです。今会員は10人なのですが、泉市長はとて
も前進的というか先進的というか、新しいことをど
んどん取り入れている方でして、平成24年には任期
付公務員として弁護士を一度に 5人も採用し、翌年
も採用しようとしたんですけど議会に予算の関係か

何かで反対されて上手くいかなかったとお聞きしま
した。弁護士以外にも臨床心理士などの専門職を任
期付公務員として職員にしていろいろとやっても
らっています。お話をお聞きした中で職員の法律相
談に乗ってもらっている。それから一般の自治体で
は外部の弁護士に依頼している市民の法律相談もそ
の職員にやってもらっている。場合によっては職員
弁護士は出張相談のようなこともやっていると聞き
ました。川越市も今年度中か来年度には一人、任期
付公務員として弁護士を雇っていろいろとやっても
らおうと思っています。
【斎藤】　加藤さん、流山市の議会改革は有名で、平
成24年に日本経済新聞が全国の787市と東京23区を
対象に改革度調査を行い、流山市が全国トップと報
道されていてすごいなと思いました。具体的な流山
市の改革のきっかけと、現在の到達点についてお話
いただけますか？
【加藤】　私が入った時には議会改革はすでに進んで
おりまして、流山市議会基本条例もできており、先
輩たちが改革を頑張っているところに私も入ったわ
けです。平成12年に地方分権一括法ができましたの
で、それをきっかけに次の年の 7月に地方分権検討
協議会を流山市は設置しました。それを受けて 2年
後には議会活性化推進特別委員会を作りまして、
様々な改革を推し進めてきたわけです。一番改革が
進み始めたのは平成21年 3 月のことで、これは全会
一致で「流山市議会基本条例」が議員提案により制
定されたということが理由になっているとうかがっ
ています。この背景には、執行部側で「自治基本条
例を市民参加で作る」という動きがありまして、そ
れならば議会もやろうという事になり、競うように
条例を作り始めたと先輩議員よりうかがっていま
す。最終的には市民に信頼された開かれた議会を作
りましょうということが目標と考えているのです
が、これからの改革は議員全員で決めていくことだ
と思いますし、市民の方の「議会にどうあってほし
いのか」という意見を吸い上げていくことが必要で
はないかと思います。
【斎藤】　「本議会のインターネット中継」や「傍聴
者アンケート」や「一般の質問でも一問一答形式を
採用する」など様々なことをやってらっしゃるし、
かつ議会での質疑も「顔の見える対面方式」から「完
全対面方式」に変えたなど、こういうことも書かれ
ていますね。特別委員会もUstreamで中継している
という話もありますよね。
【加藤】　日本ではかなり進んでいるほうかもしれま
せんが、海外では傍聴席も議員や執行部の近くに置
かれたりしますし、日本ではこれからもっと議会が
市民の近くにあるべきと思います。日本の傍聴席は
狭いし静かにしなければならないのに議員側は広く
野次も多い。また今までの本会議場では資料の持ち
込みは、議長に断って行う形になっていると思うの
ですけれど、流山市ではPowerPointを使ってスク
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リーンに映し出すことが許されています。また、ス
マートフォン採決ですから、採決したらどの議員が
○をつけたのか×をつけたのかは瞬時に画面に出る
わけです。市長の反問権もあるのですが、それにプ
ラスして部長職も反問できるようになっています。
（H22. 2. 23改正）
　Ustreamは音声が悪くてはっきりと聞き取れない
部分もあるんですけど、そこは改善していかなけれ
ばならない箇所です。ただ予算がつかないので、現
在は無料で使用できるサービスを利用しています。
【斎藤】　市民意見交換会などもやっているようです
ね。
【加藤】　議会報告会という名前になってしまってい
るのですが、本来は意見交換会であるべきであっ
て、それも今までは地域や期別でバラバラに組まれ
た議員で行って一方的に説明して、市民が意見を言
う時間は少ない形でしたけど、もっと市民の方の意
見が政策に直で反映できるようにと、前々回からは
常任委員会ごとでチームを組んで意見交換を行うよ
うになりました。
　議員から「流山市空き家等の適正管理に関する条
例」と「流山市自転車の安全利用に関する条例」を
発議して可決しています。議会改革度の評価基準の
中に「議員発議の条例があるか」という項目もあり
ますので、そのあたりはポイントになっているよう
です。ただ実際には議員だけでは条例の細かい文言
整理等はできませんので、議会事務局や、任期付の
弁護士や法制担当の方にお手伝いいただいておりま
す。
【斎藤】　その弁護士の方は具体的にどのようなお仕
事をしているのでしょうか。
【加藤】　市長側から「任期付の弁護士を付けたい」
という議案の上程があった時に、執行部と議会事務
局両方の兼任として使って頂いて構いませんという
ことで可決したときいています。しかし、直接弁護
士に伺いますと議案を調整するときに執行部側とし
て関与したのに、また議会から相談されても関わり
にくいということがあるようです。それで議会にも
弁護士を入れてもらいたいということで予算要望を
したのですが、今一人いる弁護士を両方で使ってい
いことになっていますから、それはちょっと予算的
に認められないということで却下されてしまいまし
た。
　流山市は本当に予算査定が厳しいんです。健全な
自治体ではあるのですが、大きな企業があるわけで
はなく、住民を誘致して住民税は少しずつ入ってき
ているんですけど若い方たちの給料が伸びていませ
んので、税収は増えませんから、歳入が厳しい中で
両方で使える弁護士がすでにいる中、さらにお金が
かかるわけですからもう一人弁護士の予算を組むと
いうのは難しいわけなんですね。
【常谷】　例えば常勤だと非常にお金がかかるという
ことですよね。募集する際も長い時間かかると思い
ます。私の例でも、和歌山市が募集を始めてから採
用までに非常に時間がかかったと聞いています。常

勤にこだわらない採用方法についてはどうお考えな
のでしょうか。
【加藤】　私は自分で判断
できないことは別の弁護
士に相談に行くこともあ
るんです。市民の方から
相談されたことを弁護士
に聞くこともあります。
弁護士を雇っている議員
もいますけど、私は顧問
弁護士を雇うような資力
はありませんから行った
時に相談料を払うんです
けど、議会のことですか
ら政務活動費が出たらいいなと思います。しかし今
は出ないんですよ。何故かと言いますと「流山市の
任期付弁護士に相談すればいいでしょ」という話に
なってしまうんです。でもそれはちょっと違うと
思っています。
【川合】　私に言わせると、必ずしも議会と執行部は
利害対立していないんですよ。今の議会は執行部に
対するチェック機能だけが重視されていますからそ
ういう心配があるのではないかと言われているんで
すけど、要するに執行部というのは案を作るだけな
んですよね。条例制定権は議会しか持っていませ
ん。だから当然両方にまたがってやっているのは不
思議ではなく、市民のためにやっているかどうか。
そういう視点でチェックすればいいわけですから、
同じ弁護士が両方の立場にいるというのはおかしい
ことではないと私は思います。
【加藤】　もちろん川合市長がおっしゃるように執行
部も議会も協力していいものを作るというのは間違
いないんですけど、どうしても相談するところが一
つになってしまうのは違うのではないかと。弁護士
の専門もいろいろですから、相談先がいくつかある
といいですよね。先ほど明石市には弁護士さんが 5
人もいらっしゃるということがありましたし、さま
ざまな意見を法的な立場からいただけるとすごくい
い自治体になっていくのではないかと思います。
【川合】　「議会事務局に弁護士を入れる」というの
はとてもいいことだと私も思っているんですよ。先
ほどの発言の続きなんですけど、例えば執行部が
やった不祥事を議会が追求するときに、執行部の弁
護士に相談すると、「それはおかしい」ということ
は言いにくいと思うんですけど、条例を作る場面に
おいては利害対立がないはずなんです。
【常谷】　具体的にミクロなレベルまで落としていく
と難しいということもあると思います。公平な立場
というか真ん中の立場から議会と執行部の利益を丸
めて、というよりも、相談を受けた当事者的な立場
でやる。それを考えると議会事務局に独立してい
て、独立の立場の者が協力するという体を取ったほ
うが、より良い議会になっていくのではないかなと
思います。その意味で、弁護士を雇う費用も高いし
予算が取りにくいということは分かったので、常勤
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で任期付を雇うという形式にこだわらずに、議員さ
ん皆さんで政務調査費を出せるように協力するです
とか、スポット的に雇っていくという方向から風穴
を開けていただいて、「なんだ、だいぶ役立つじゃ
ないか」という認識にしていただくとありがたいな
と思います。
【加藤】　大事なものを決めるその日だけでも顧問弁
護士的な方が議会にいていただくとすごく心強いで
すね。もちろん私たちも参考人招致をして条例を作
る際も教授とかに来ていただいて、アドバイスを頂
いたんですけど法律の専門家ではありませんので、
最終的な判断は議員がやるべきなんで、もう少し踏
み込んだ議会側としてのアドバイスをいただける方
がほしいですね。
【斎藤】　では常谷さんの活動の紹介をお願いしま
す。
【常谷】　市長の方から明
石市の例を紹介していた
だいたのですが、和歌山
市では職員からの法律相
談が業務の 7～ 8割を占
めると思います。それか
ら日々の例規審査をして
います。あとは市が訴え
ている、または訴えられ
ている訴訟案件がありま
すので、その案件の事前
整理です。代理人には
なっておらず、顧問弁護士と協力していく体制が主
に取られています。議会と絡んだことはほとんどな
くて、例規を提出する事前診査の段階でしか関わっ
たことはありません。ただ議員さんが非公式に 1～
2回相談に見えたことはあります。この座談会に来
るにあたって和歌山市でも「弁護士を議会改革で雇
う話はあったのか」と伺ったところ実はあったそう
です。では何故雇わなかったのかといいますと「議
員さんが政務調査費を使って自らのスキルアップを
していただく方が正しいのではないか」という意見
や、「議会事務局という小さなところに一人雇うと
いうのはバランスを欠く」という理由で採用が見送
られていたそうです。和歌山市の議員さんが今やっ
てらっしゃる活動を見るに、一人常駐してまでやる
必要はないと思いますので、実現するとしたらス
ポット的に雇っていただくことになると思いました
ので、加藤先生に質問させていただきました。業務
上は常勤でなければ裁けないんでしょうか。
【加藤】　いえ、今後議員が「自分で立法するのが本
来の職務なんだ」と意識して活動するようになって
いけば、かなり必要だと思うんですが、今は執行部
の側で作る条例のほうが圧倒的に多いですから、仕
方がないかなと思います。今は常駐する弁護士を必
要とするほど議員のスキルも残念ながらそこまで到
達していない。…という感じですね。

【斎藤】　先ほど加藤さんの方からお話が出た「流山
市空き家等の適正管理に関する条例」と「流山市自
転車の安全利用に関する条例」は議員提案でしたよ
ね。それは具体的にどういう形で議員さんの方で条
例作りをしたのでしょうか。
【加藤】　市民経済委員会の方ではじまったのです
が、すでに類似のものを作っている自治体のものを
参考にしながら、任期付弁護士を含め、法制担当の
方たちと協議しながら作り、議員立法にしたという
形です。
【斎藤】　常谷さんにお聞きしますが、常勤職員とし
てやりがいとか苦労はどうですか。
【常谷】　やりがいは役に立っている実感があると一
言でまとめられると思うのです。私は弁護士の論理
能力がここまで特殊だと思っていませんでした。市
役所の職員は、事件処理にあたって、具体的に市民
とかかわって、この目の前にいる市民がかわいそう
だ、という気持ちを持つようです。しかしそれは法
律の要件としては考慮要素として入ってこない要素
なので法律に当てはめると解決できない。法律上は
考慮できない要素を考慮したいと考え、一体どうし
たらいいんだろうと混乱している事があります。私
は、法的に思考するパターンしか得意でないのでパ
ターンに従ったらこうです、市民が困っていたら生
活保護なり福祉の政策なりあるのだから別のメ
ニューで対応すべきだということを申しました。例
えば、家賃が払えなくて困っている方の案件では家
賃は家賃で取り立てなければならないので、その方
の生活支援にはほかの制度を使わなければならない
ことを教えて差し上げるということを提案しまし
た。その時に、この思考パターンは我々法曹に特有
のパターンで、皆さんの中には浸透していない。で
も浸透させないとダメだと気付けたし、それをお手
伝いすることは良かったと思います。弁護士の中に
いると、一定の規範に当てはめて結論を出し、それ
がダメであれば例外の方法を考えるという思考パ
ターンが特殊だと思っていなかったですね。
【加藤】　それは議会にも言えて、今度子ども子育て
支援法が自治体に降りてきて条例を出すことになっ
ているので、意見交換会が市民とあったのですが障
害をお持ちのお子さんがいる方が「子どもの集団保
育をちゃんと保障する条文を入れてください」と発
言されたのです。私は傍聴していたのですが、その
保障が入っていた場合と入っていない場合がどうい
う風に条例以下の規則や要綱の縛りが違ってくるの
かとか。その辺をアドバイスいただける人が欲しい
ですよね。他の法律との整合性をとる必要があると
思うのです。
【常谷】　原則規範、ある一定レベルのこういうもの
はこういう風にするという枠組みを適用して一定の
答えを出して処理しようという処理手順ができてい
ない方が多い。この住民がかわいそうという要素は
住宅行政に適用する場面ではないのです。適用でき
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ないのにかわいそうだから家賃は請求しないという
謎の結論を取っている。それは弁護士からしたらあ
りえない。そういうのが問題だと感じるし是正しな
ければならない。
【加藤】　流山市が弁護士を任期付で任用したのは今
までは国が作った条例をそのままコピーして使って
きたことが多かったのですが、そうではなくて市独
自のものにしなさいという風になったことによると
伺っています。流山市はたとえば子どもにやさしい
街とアピールしていますので、そういうところをど
ういう風に独自に条例に盛り込んでいくのか。職員
の方は業務に詳しいのですが、どうしても今までの
習慣で法律を作ってしまうので、新しい意見を取り
込める視点の条例の作り方をしていけたらなと。そ
れは議会も同じですよね。議会も市民の話をいろい
ろ伺ってそれを発議で条例を作ります。条例にそぐ
わない内容なのか入れ込むことができるのか、そう
いう部分を教えてもらえるとすごくいい条例ができ
るのではと考えます。
【常谷】　条文に入れ込めるかどうかなんですけど、
条例を作るのにどのような情報を入れなければなら
ないのかという意識が不足していると思いました。
うちでも空き家条例というのは作りました。しかし
その条例が残念ながら他市の事例を集めてきて貼り
付けたもので、和歌山市でどんな空き家が発生して
どういう種類があって各種類の空き家に対してどう
対応しようというのは具体的には調査されておら
ず、修正の必要性を認識しましたので、多少議会へ
の提出を待っていただいたことがありました。弁護
士は裁判で問題になった場面では、なぜ条例を制定
するのかという立法事実がないと、裁判所に説明で
きないことを知っているわけですね。そうすると作
る場面においても、立法事実が必要だということを
皆さんにお伝えできる。裁判という場面を想定した
考慮要素を入れることができる。それはまさに弁護
士が活躍できる場面だと思いました。
【加藤】　私も国の法律を条例にするときに訴訟にな
りやすい、トラブルになりやすいものを事前に回避
できるような条文を入れられることに対して弁護士
の力は発揮できるのではないかなと思います。
　流山市市民参加条例は修正がなかなか難しかった
のですが、私たち一期生が三人くらい検討委員会に
入っていて、市民からは議員がかかわったことに
よって市民の望む条例とは変わってしまったのでは
と言われたりもしました。前文があったのですが手
続条例だから前文はいらない、理念条例だったらい
るのだけど、手続条例に前文があるのはおかしいの
ではないかいう話も出て、市民が一生懸命作った前
文を条例の慣例で削除されてしまったと言われまし
た。本当に削除すべきだったのかどうかその辺の判
断がなかなか議員たちでは難しいこともありますの
でアドバイスが欲しいところです。議会では最大公
約数で物事を考えますから一人でも反対すると全部
なしになってしまうこともありますからなかなか判
断が難しいのです。

【常谷】　弁護士というのは自己責任で事件処理をし
ていくものですけど、組織になると上司の決裁が必
要で、自分の判断だけで出来ない部分があります。
ある提案をしても私の所属する所管課の所掌事務で
なかったり、逆に必要がないのではないかと思う事
務を私の一存で廃止することが出来ない。そういう
点は、弁護士のほうが気楽だと思いました。
【斎藤】　次の質問ですけど、実際どの部署に弁護士
が必要だと思われますか。加藤さんどうですか。
【加藤】　条例の最終的チェックは総務部だと思いま
すが、最後の議決は議会側です。よって議会事務局
に必要だなと思います。任期付弁護士も訴訟の代理
人になったのは一件だけらしいです。できれば職員
の方の法律の相談とか訴訟の案件とかのチェックに
時間を掛けたいとおっしゃっていました。一人では
なく二人いたほうが判断も相談できるので、よりよ
いとおっしゃっていました。
【常谷】　情報公開の部署ですけど、ひっきりなしに
これは出したらいいのか出さなくてもいいのかと質
問が来ます。私も相談に入ったり法廷に入ったりす
るので、情報公開の部署に常駐していた方がいいと
思いますが、そうなると各部署にいた方がいいとい
うことになってバランスが難しいかも知れません。
自治体の構成という大きな目から考えると、議会と
市長部局と大きく分かれた方がいい。それから、地
方自治体ではコンプライアンスというのが取り入れ
られていないと聞きますので、私もそういわれてみ
ると関わってなかったと思いまして、ここを担当す
る弁護士を入れた方がいいと思いました。
　また役所の職員が指定代理人となって、建物明渡
訴訟や、支払督促といった裁判所を使った手続をす
ることがあります。その際、裁判所の書記官から書
類について何か指摘を受けても、法的な意味がわか
らないということで相談が来ることがあり、そう
いった裁判所とのやりとりが多い部署には弁護士が
いた方がいいと思いました。それから、先ほど申し
上げているように例規の作成のところで立法の仕方
をきちんと皆さんにわかっていただくことが必要だ
なと思います。
【川合】　そうですね、お二方が言われた事とほぼ共
通になってしまいますが、一つは議会事務局に弁護
士が一人いた方が絶対いいなという思いがあるので
すね。これからの時代の流れで議員立法が増えるこ
とから考えても議員さんに立法関係のアドバイスが
できる人がいた方がいいのが一つ。もう一つはきち
んと規則にはこう書いているからこういう風にしな
いとダメですよとアドバイスを与える立場の人がい
てもいいだろう。総務がいろんな部署が作る条例を
チェックする場所なんですけど、そこには弁護士が
いた方がいいと思います。それとコンプライアンス
の関係なんですよね。川越市では高齢者の方に敬老
の日にお祝金を差し上げているのですが、民生委員
の方にお金をポンと預けて配ってもらって、お金を
預けるときも配れなかったお金を返してもらうとき
も書類のやり取りをしていなかったことが最近分か
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座談会

りました。昨年の返還金の一部が紛失する事故があ
り、不適切な方法で現金授受をずっとやってきたの
がわかった、ということがありました。五年くらい
前に私が市長に就任した時に第三セクターで現金を
横領したと思われる事件があって、その時に現金を
扱う部署は今までのやり方でいいのかチェックしな
さいと言ったはずなのにそれもスルーしていた。こ
れは単に注意を与えるだけではなくコンプライアン
スの体制を作らなければだめだろう、ということで
任期付弁護士に来てもらおうかと今考えているので
す。そういう部署には弁護士がいてもらいたいと考
えた次第です。
【斎藤】　地方自治体から求められる弁護士の資質と
か手腕というかその辺に話を移しますが、どうで
しょうか。
【加藤】　そうですね、できれば社会経験豊富な弁護
士が望ましいですね。市政は市民生活そのものなの
で、社会経験が少ないと判断がむずかしいことも多
くなりますから、いろいろなケースがありますから
シミュレーションができる人。危機管理ができると
いうか。例えば訴訟が起こった時に紙面だけの情報
で動くわけではなくて現場の声をきちんと聴いても
らえる方。20年損害保険会社にいた時にいろんな訴
訟やトラブルで最初の初動が間違っていると心が意
固地になってしまってこじれた例をたくさんみてき
ました。最初の条例を作る段階でそれが予防できた
ら、そういう役割を弁護士に果たしてもらいたいと
考えています。
【川合】　法律家としての
知識や人生経験が豊富で
あればあるに越したこと
はない。それはある意味
当然だと思います。プラ
ス今加藤議員がおっ
しゃったことを繰り返す
のだけど市民に接する担
当になる人はやっぱりや
さしさというか相手の身
になってきちんと対応す
る姿勢が重要で、それが
できない人は市民に接する場面には出られないと
思っていただけないと困ると思うのです。何でそん
な弁護士を置くんだというような苦情が来ることが
ままあるのですね。態度が横柄、親身になって話を
聞いてくれない。そういう人は相談者から反発しか
引き出せない。行政に関わる弁護士でそういう市民
と接する部署に関わる人は、やっぱり親切で優しく
て人の話をよく聞いてくれる人。それが是非必要だ
と思います。
【常谷】　私が思うのは先ほどお話ししたように自治
体に入ると組織の一員になるわけです。なので、き
ちんと組織にフィットできる人であることが必要だ
と思います。ただし結局組織であるがゆえに生じて

いる弊害があると思いますので、そこを毅然とした
態度で誤りを指摘できる人であることが一方で必要
です。私は最初、「先生」と呼ばれていたので、先
生は止めてください、役職名などで呼んでください
とお願いしました。他の職員の方と対等な立場であ
るという意識をもってもらいたいと思っています。
一方で、上司の立場の人にも、堂々と意見するよう
にしています。
【加藤】　議会で答弁する部長が「識見」といったの
ですね。「見識」と同じ意味ですけど「識見」の方
を使ったんです。議会だよりに「見識」の方が一般
的だからそれにしたいねと私が言ったら、答弁を変
えるわけにはいきませんから「識見」にしましょう
ということになったのですが、日常使われる言葉を
もっと使ってほしいなと感じます。一般の子どもで
も分かるように意味を変えないで説明できるような
方が弁護士としていらっしゃると市民の方ももっと
法律を理解してもらえるのではないかと思います
ね。
【斎藤】　いよいよ最後のテーマに入ってきました
が、地方自治体のこれからの展望と弁護士が地方自
治体に参加することの必要性、有用性について思う
ところをお話し下さい。
【常谷】　昨今、地方自治の独立が注目されています
し、私も独立はどんどんやるべきだと考えていま
す。地方の独自性を出していくには条例を制定する
ことが一番の仕事になってくると思いますが、そこ
に弁護士がかかわることで進めることができるなら
幸いですし、進んでいくべき方向だと思っていま
す。議会と市長部局がお互い独立した状態でよりよ
い市政のために条例を作成することをどんどん検討
していただきたいと思っています。そのためには市
長部局、地方議会事務局双方の立場から弁護士が関
わっていけたらと思います。
【川合】　これからやっぱりコンプライアンスの面も
含めて法律家が必要な部署はどんどん広がっていく
わけだから、弁護士資格がある人が行政、議会に関
わってくれるのはとっても必要なことだと思ってい
ます。また若手に対する期待とかそういう面まで
言ってしまうと、議員さんになってくれる人が増え
ると良いなと思います。現状では国会議員レベルだ
と弁護士が結構いらっしゃるのですが、市町村議会
議員レベルだと弁護士で議員って居ないでしょ。本
当は議員さんは他の仕事やりながらでもできるのだ
からそういう自分の本来の仕事である弁護士をやり
ながら議会に議員として関わる。そういう方面にど
んどん進出して欲しいという希望は持っています。
【斎藤】　川合さん、地方分権というキーワードがあ
りますが、地方自治体が色々な役割を果たしていく
兆しを市長として実感されますか。
【川合】　とりあえず色々な権限が自治体の方に来て
いるのは間違いない。子ども子育て支援関連の法律
とか、地方分権一括法など、今まで国がきちんと基
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準を決めていたものが一応基準は示すけど後は自治
体が自由に決めなさいよ、責任を持ちなさいよと言
う法律がいっぱいあるのですよ。それに応じてここ
二年でずいぶん条例を作りましたが、権限は来たけ
ど事務が増えて人を増やそうと思ってもそれに見
合った金が来なければどうすればいいのという悩み
はどの自治体も持っていると思います。ですから中
核市市長会とか全国市長会とか、権限に見合った地
方分権に見合った財源を自治体に与えろとずっと
言っているわけです。財源もそうですけど、一定の
規模以下の小さい自治体では自分で条例を作れる人
が少ない、居ない。そういう小さい市こそ弁護士を
雇ってそういう仕事をやって貰うことは、弁護士会
から見たら進めて行くべき分野だと思いますね。
【斎藤】　地方分権一括法により制定した具体的な条
例の例としては、どのようなものがありますか。
【川合】　養護老人ホーム、保護施設、福祉施設、障
害者支援施設等の設備や運営に関する基準を定める
条例や道路等の構造の基準を定める条例、医療法な
どの施行条例など様々です。地方分権一括法に基づ
いて 2年前からどんどん条例を作らざるを得ない状
況なんですよね。
　川越市は今人口35万弱ですけど、一般行政職員が
1, 800人くらいだと思うのですけど、それでも今は
アップアップな状況なんですよね。ましてや小さい
人口10万人ぐらいの市とかそういう小さい地方都市
はとっても大変な思いをしていると思いますよ。
【常谷】　しかも今まで教育もされていないですし、
その上司もそういう教育をされていないから誰もで

きない。
　ある程度自治体で好きにやってもいいよと言われ
てもどう好きにやっていいか分からないので国の
やってきたことをスライドさせてやるのですけど、
実際にスライドさせようとすると、既存の他の条例
と上手く合わなくなって凄く苦労するということも
ありますね。
【加藤】　地方議会で色々なスキャンダルがあって、
お騒がせして本当に申し訳ないと思っていますが、
不祥事が起きた議会だけではなくて議会や議員の役
割や使命についてもっと考え直す必要が出てきてい
ると感じます。議会基本条例を作っていないところ
とか市議会議員政治倫理条例も定めていないところ
もまだあるようです。会議規則とか申し合わせと
か、先例とか慣例とかを総点検して見直す必要があ
ると思っています。きちんとチェックできる方が自
治体には必要であって、民間より行政が、行政より
議会が、市民感覚とかい離していると、民間、行
政、議会を経験して感じます。例えば条例を作ると
きも、もっと市民の方と一緒に実情にあったものを
わかりやすく作れるようにしていけるように、弁護
士の皆さんのアドバイスや知見を頂ければと思って
いますので今後ともよろしくお願いいたします。
【斎藤】　貴重なお話をありがとうございました。
「公正と透明性を柱とする司法の視点を、自治体の
議会と行政に」という目的で企画した今回の座談会
を一つの素材として、また弁護士会の中でも、さら
に国会の中でも議論していただければと思います。
� （平成26年 8 月 5 日　於霞が関弁護士会館）
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Ｑ．法曹から国会議員を目指したきっかけ

Ａ．苦しむ人々を助けるのが原点
目の前の苦しんでいる人たちを放っておけず、他
の弁護士が断るような難事件も引き受けてきまし
た。そんな折、党から候補者の話を頂き、弁護士の
経験も踏まえ、今後は法律を作る立場になってより
多くの苦しんでいる方々の力になろうと、強い覚悟
で、政治の道を志しました。

Ｑ．法曹資格が議員活動に与える影響

Ａ．リーガルマインドと交渉力という武器
弁護士の力と経験は活きています。例えば、原則
と例外、必要性と許容性といったリーガルマインド
は、政策論で有用です。また、多様な意見、価値観
がある中で合意形成を図るのが政治です。党内の立
場等にもよりますが、合意形成の過程で、弁護士時
代に培った「落としどころを探る」技術、交渉力が、
活かされてくると思います。

Ｑ．実現したい政策課題

Ａ．発展の土台は平和にある
悲惨の二字を無くしたい想いが原点なので、やり
たいことは無数にあります。景気・経済、社会保障、
教育、労働、震災復興など、国民生活に直結する課
題に幅広く取り組んでいます。
その上で、全ての土台は平和です。議員 １年目、
海外視察に行く新人議員も多い中、私は政治家とし
ての確固たる背骨をつくるため、広島と沖縄に赴
き、被爆、戦争の体験者から話を伺いました。わが
国を平和国家としてより発展させ、アジア、世界の
平和に貢献したいと思っています。

Ｑ．議員になった実感と法曹へのメッセージ

Ａ．現場の声を政治に活かします
国民生活に多大な影響を及ぼしうる政治家の責任
の重さ、やりがいを感じます。皆さんが何に困って
いるのか、何を求めているのか。これが政策の出発
点です。だからこそ、現場を歩くこと、国民のニー
ズを的確に掴み取る感度や人間力を磨くことが重要
だと実感しています。
現場の最前線にいる先生方には、その声を是非届
けて頂きたいと思います。真摯に検討し、現場の声
をカタチにするのが私の仕事です。

弁護士議員に聞く

國　重　　　徹　議員
� 衆議院・大阪 5区（公明党）
� 大阪弁護士会会員

（インタビュアー　企画委員会副委員長　関口慶太）

長年現場の最前線で働き続けた國重先生。國重
先生のお話からは、「なんとしても苦しむ人々を
助けるための政策を成し遂げたい」という強い覚
悟を感じました。
國重先生のよりいっそうの御活躍をお祈り申し
上げます。� （関口慶太）
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Q．法曹から国会議員を目指したきっかけ

A．おかしい制度は変えれば良い
法律事務所勤務時代、ベンチャーやIT企業の相
談に乗ることが多かったのですが、その際、「法律
があるのでできない」という回答をせざるを得ない
場面もあり、腑に落ちないところがありました。米
国留学、米国企業勤務中に住んでいた西海岸で、「お
かしい制度は変えれば良い」という風土を学び、帰
国後、制度を直接的に作り変えるべく、国政に出馬
しました。みんなの党を選んだのは、公務員制度改
革・経済成長という二本柱に共感し、しがらみな
く、政治ができると考えたからです。

Q．�法曹資格が議員活動に与える影響

A．�知識、感性、社会正義の実現、人権感覚、
すべてが生かされている

弁護士としての知識、感性は議員としての仕事に
大きく影響しています。私は国会でも週に ４・ ５回
と、質問に立つ機会が多く、様々な法案についてポ
イントを短い時間で把握することが必要なのです
が、勘所は大変つかみ易いです。社会正義の実現、

人権感覚といったところも、議員活動に生かされて
います。共同親権についての超党派議連の中で、親
子断絶防止法を制定しようという活動をしていま
す。また、レーシック手術の被害者について、国会
で取り上げ、消費者庁の調査に結びついたこともあ
りました。本当に困っている人についての問題を提
起することができるのです。

Q．実現したい政策課題

A．自由主義経済、チャレンジできる社会を
もっと日本経済を強くしていくためには、自由主
義経済を進め、チャレンジができる仕組みを整えな
ければなりません。現政権の政策のうち、一本目、
二本目の矢は評価していますが、三本目の矢、規制
緩和に係る政策は、５０点位と採点しています。医薬
品のネット販売、タクシーについての規制などは改
善の余地があると思いますし、もっとITを使うこ
とを進めるべきだと思います。

Q．�議員になった実感と法曹へのメッセージ

A．もっと弁護士は国会議員に
国会議員になって、忙しさは法律事務所時代と同
じくらいですが、夢をかたり、「べき論」で議論が
できるようになりました。政治家は、夢や形を語れ
る職業です。
周りを見ていても弁護士から議員になる人は即戦
力です。法曹出身議員の母数は少なすぎると思って
います。もっと入ってきて欲しい。弁護士出身の総
理大臣も出て欲しいと思っています。誰もならない
ようであれば、僕がなりましょうか。（笑）

弁護士議員に聞く

三　谷　英　弘　議員
衆議院・比例東京（みんなの党）

第二東京弁護士会会員
（インタビュアー　企画委員会副委員長　板倉陽一郎）

終始和やかな雰囲気でインタビューさせて頂き
ました。議員にご当選されたときからの信念を貫
かれつつ、弁護士時代のご専門を活かす分野から
広い意味での人権活動まで携わられる幅広いご活
躍は、新世代の法曹有資格議員のロールモデルと
いえます。� （板倉陽一郎）
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懇談会報告

柴山昌彦議員との朝食懇談会
　 ７月 ２日、柴山昌彦衆議院議員（衆議院内閣委員長）との朝食懇談会が開かれました。懇談会には、日弁連の髙
中副会長、春名事務総長、平山弁政連理事長、尾崎企画委員長をはじめ、２４名の弁護士が出席しました。
　柴山議員は、「私の理念は、まじめに頑張る人が報われる社会、法の支配を確立した公正公平な社会の実現で
す。」「日本の良さを踏まえ、世界に通じる改革が必
要です。例えば、女性が活躍できる社会の実現、コー
ポレートガバナンスの改革が必要です。」と述べられ
ました。司法改革については「需要の汲み上げ、行政
における弁護士の活躍、グローバル化への対応が重要
です。」と述べられ、さらに他士業と弁護士のロビイ
ング活動の違い等について述べられました。講演後も
活発な意見交換が交わされる盛会となりました。
� （企画委員会副委員長　関口慶太）

自由民主党青年局定例会に出席
　企画委員会青年部は、自由民主党青年局（局長：松本洋平衆議院議員＝写真）と
の日頃の交流の成果として、２０１４年 ６ 月 ６ 日、自由民主党青年局が毎週金曜日の昼
に定例で開催している会合に、日弁連司法修習費用給費制存続緊急対策本部による
プレゼンテーションの機会を確保することを実現しました。
　同会合では、名物のカレーを食べながら、現状についての説明と法科大学院修了
生による報告があり、参加された議員の皆様から様々な質問や意見が出され、給費
制復活に向けた有意義な機会となりました。
　企画委員会青年部は、今後も青年世代の議員の皆様と交流を深め、上記のような
日弁連に政策提言の場を提供する橋渡し的役割を担っていきたいと考えています。
� （企画委員会青年部事務局長　種田和敏）

民主党青年委員会との懇談会
　企画委員会青年部は、２０１４年 ６ 月１８日、民主党青年委員会（委員長：津村啓介衆議院議員：岡山 ２区）との定期
懇談会を開始しました。初回会合は、東京都永田町の民主党本部において開催され、大西健介衆議院議員（委員長
代理：愛知１３区）、森本真治参議院議員（委員長代理：広島県選挙区）、森山浩行前衆議院議員（副委員長：愛知１６
区）、あべともよ群馬県議会議員（太田市）、米村和
彦平塚市議会議員が出席し、その後、小山有彦東京
都議会議員（府中市）も合流しました。
　広く法曹有資格者の政治政策セクションにおける
かかわり方について、若手弁護士及び若手議員が率
直に意見交換をする場として機能することが期待さ
れます。� （企画委員会副委員長　竹内彰志）

国会議員政策担当秘書説明会
　2014年 8 月 4 日、国会議員政策担当秘書として活動する法曹有資格者の説明会を、日弁連との共催で開催した。
日弁連からは田邊護副会長が出席し、社会における多様な需要に対応する活動として弁政連と連携していきたい旨
の挨拶があった。政策担当秘書経験者として、石塚大作氏（６４期）、
今井時右衛門氏（６５期）、金子春菜氏（６５期）、竹内彰志（６３期）が
登壇した。弁護士職務経験後に政策秘書となった立場からの意見
や、実際に法律を立案した際の経験談など、法律専門家としての特
色を活かした政策立案活動について活発に意見が出された。司法修
習生、弁護士のほか、将来のキャリアプランを考えたいとの考えか
ら法科大学院生の参加があるなど、多様な参加者に対して活動を伝
える場となった。� （企画委員会副委員長　竹内彰志）
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若手会員が支部活動の中心
� 新潟県支部　支部長　藤田善六

香川県弁護士会内には、正式な政治団体として、弁政連香川県支部なるものが存在せず、本部にも、ご心配とご迷
惑をお掛けしてきましたが、平成２６年 ９ 月 ５ 日、会員５５名をもって、設立総会を開催し、同総会では平山正剛理事長の
ご祝辞、出井直樹幹事長のご報告などを受けた上、支部規約並びに役員人事案を設立発起人会の提案通り、満場一致で
ご承認頂き、その後、開催した理事会で、幹事長をはじめとした事務局体制の確立、顧問の委嘱等の案件も処理し、同
年同月 ８日には、香川県選挙管理委員会に対し、政治資金規正法第 ３条の政治団体として設立届も提出して、正式な政
治団体としての弁政連香川県支部が誕生しました。
昨年の今頃は、２３名にすぎなかった会員を ２．５倍近くまで増やし、かつ、総会後に開催された設立記念懇親会には、

香川県関係の衆参両院の国会議員、香川県知事、高松市長をはじめとした地方公共団体の首長、県議会議長並びに政党
関係者等をお招きし、小宴を催しましたところ、誰もが驚くようなことになり、知事、市長は無論、国会議員のほとん
どが本人出席をして頂けるという喜ばしい事態を迎え、無事、船出をすることとなりました。
これで、支部のない弁護士会は１０会になったと認識しておりますが、香川県支部の設立をもって、平山理事長が日

弁連会長であった当時、副会長として、これにお仕えをした全副会長の地元に支部が設立されたことに安堵するととも
に、非常に嬉しく受け止めております。これからは、弁政連香川県支部として諸活動の計画、実行段階をいかに取り仕
切っていくべきかと考えを巡らしている昨今です。

弁政連41番目の支部が誕生
� 香川県支部　支部長　渡辺光夫

新潟県支部は、平成２１年 ３ 月に設立し、設立時の支部会員は、約 ５名、本年 ８月時点では７６名（新潟県弁護士会の
会員数２４８名に対して、約３０パーセント、その内、５０期以降の若手会員は約４９名）です。
支部では、何よりも若手支部会員の増強に努めてきました。弁護士会の定期・臨時総会では、必ず総会の席上で会

員勧誘活動をしています。そのキャッチフレーズの １つは、「新規登録会員 ５年間は、支部会員の会費なし。 ５年たっ
て弁政連がおもしろくなかったら脱会してもかまわない。」です。
毎年 ４月に新潟県弁護士会の新執行部披露会兼名刺交換会（来賓　地元の国会議員、知事はじめ自治体、士業、メディ

ア関係者約５０名）が開催していますが、その企画・設営・司会者は、当支部の５０期以降の会員が担当しています。この
交換会に出席する弁護士会員（約５０名）の内、 ３分の ２は、５０期以降の支部会員で、懇談会での来賓の皆さんとの名刺
交換・懇談の中心になっています。
毎年数名の国会議員との懇談会を企画していますが、１０数名の参加者の

内、正副支部長以外は、若手会員です。毎月、支部の理事会もしくは事務局会
議を開催していますが、正副支部長、事務局長以外、５０期代の会員の下で運
営されています。
昨年１１月に日弁連「地域サミットin柏崎」や平成２７年 ２ 月に予定されてい

る関弁連「弁護士支部サミット」の広報を支部会員が引き受けて、弁護士会
をバックアップしていますが、広報の企画は、当支部の事務局が担っていま
す。
さらに若手会員を増強し、平成２７年中には、支部会員１００名を目標にして

います。
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弁護士から議員秘書になった会員紹介
１ ．氏名　　 ２．所属弁護士会　　 ３．採用された国会議員　　 ４．政策秘書としての抱負

１．友納　理緒（とものう りお）
２．第二東京弁護士会（６４期）
３．�あべ俊子衆議院議員（自由民主
党）

４．�この仕事は、政策立案や立法の
過程で、幅広い分野を学ぶこと
ができ、時には専門家から直接説明を受けるこ
とができます。全てが貴重な経験ですので、こ
の機会を大切に、日々目の前の課題に取り組み
たいと思います。

１．小山　紘一（おやま こういち）
２．東京弁護士会（新６６期）
３．�松田公太参議院議員（みんなの
党）

４．�経営者出身の野党議員の下で働
き始めて半年以上経ちました。
その間、何度も、独創的かつ洗練されたアイデ
アを聞かせて頂きました。それらが国政に反映
されるよう、法律家としてできる限りのサポー
トをしてまいります。

本部人事について
※宮崎浩二会員（香川県）を平成２６年 ９ 月１９日付けで理事に選任

支部人事について

　支部長　　渡辺光夫
　副支部長　宮崎浩二
　幹事長　　滝口耕司

　竹下勇夫支部長に代わり、當真良明会員が支部長に就任
香川県支部 沖縄支部

支部活動ヘッドライン

日　　付 支　　部 活　動　内　容

平成26年 6 月 3 日 三　重 県弁護士会との意見交換会

平成26年 6 月28日 岐阜県 古田肇岐阜県知事との懇談会

平成26年 7 月10日 三　重 新政みえ（三重県議会会派）の団体懇親会に出席・陳情

平成26年 7 月18日 大　阪 衆議院議員國重徹さんとの懇談会

平成26年 7 月27日 大分県 県選出国会議員との意見交換会

平成26年 7 月31日 大　阪 衆議院議員左藤章さんとの懇談会

平成26年 8 月21日 三　重 自民党三重県連との意見交換

平成26年 9 月 1 日 三　重 民主党の団体懇親会に出席・陳情

　本部広報委員会では、『支部活動ヘッドライン』として、各支部の対外的活動内容を一覧表にして、全国の
弁護士にお知らせしています。支部活動の参考にしていただければ幸いです。

「地方分権」「地方創生」、市民に身近な地方政治を支えて国政を動かす時です。（さいとう）
身近な地方自治の領域にも、弁護士が貢献できる可能性が見えるのではないでしょうか。（おがわ）
弁護士は基礎自治体の立法作用にもっと関心を持つべきだと思います。（なぎら）

ロースクール卒業生の活躍の場も広がっているのではと感じさせる特集でした。（おぐち）

編集後記
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